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Abstract: In出ispaper， we analyze two mathematics lessons in Yap State of Federated 
States of Micronesia using ‘Patterns of Teaching' . These two lessons were 
also checked according re白由理theimages of topic segments of lessons. Using 
'Patterns of Teaching' and refining the images of topic segments of lessons 
show田 outlineof lessons. This result is found through JICA review research 
on JOCV Regional Training of Math Education in Micronesia (3 countries) 
キーワード 国際協力機構(JICA)，ミクロネシア 3国広域研修， I授業の基本形
(Patterns of Teaching) J，学習指導に対するイメージの数荒化
1 ミクロネシア3国広域研修
筆者らは，ミクロネシア3固(ミクロネシア連邦
(以下， FSM) ，マーシャル諸ぬ共和国(以下， RMI)， 
パラオ共和国(以下，パラオ))で活動する国際協力
機構(以下， JICA)のボランテイアの方々が中心と
なり実施している 1 ミクロネアア3国広域研修(JOCV
Regional Training of Math Education in Micronesia (3 
countries) (以下，広域研修))に携わってきた(金児，
2008 ;松寄， 2013b). そして， 2014年 l月から 3月
にかけて，ミクロネシア3国に波航し， JICAによる
「ミクロネシア3国広域研修(ti:数教育)レピュー 澗査」
の-121として，質問紙調査の作成やインタビュー制査
の他，現地教員の数学授業の参観を行い，広域研修の
成呆について評価を行っている.
2 r授業の基本形」と学習指導に対するイメージの
数量化にもとづく数学授業の分析
ステイグラー・ヒーパート (2002)は，学習指導を
「開始 (opening)J I核心部分 (heart)J I終末 (closing)J 
に区分して， 日本， ドイツ，アメリカの3カ国の学習
指導の概要を示している(図 1) 録者らは，ミクロ
ネシ73園の各国から 1授業ずつ合計3授業につい
て，学習指導のシステムの記述である「授業の基本形」
にもとづき，特徴付けを行った(松寄金児， 2014) 
その特徴付けから， I開始JI終末」では，これまでの
広域研修の成果や各国独自の取り組みを生かした活動
が見られた
本稿では，参飢したミクロネシア3国の数学授業の
うち， FSMヤップ州で参観した2授業について， I授
業の基本形」と学習指導に対するイメージの数批化に
もとづき分析する.具体的には， FSMヤップ州の2
授業を「開始JI核心部分JI終末」に区分して，日本
の授業の基本形， ドイツの授業の基本形，アメリカの
授業の基本形と照合し，それぞれの授業の特徴付けを
行う 合わせて， I授業中の個別活動に求められる思
考の区分JI数学的内容の総合的な質の程度JI授業の
主題の扱い方」に注目して，学習指導に対するイメー
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日 本 ドイ ツ アメリカ
「開 始」
復習(前時の振り返りを素早く 復習(宿題の点検に比較的長い 復習(宿題の点検に比較的長い
行う、) 時間をとる) 時間をとる)
生徒がやりがいのある問題に取 教師は頻繁に発問し，これに対.' 教師は素早い発問・応答に取り
り組み，それから結果を皆で共 する生徒の反応を見ながら，や 組ませ，解法をi責示し，多数の
「核，心部分」 有する. りがいのある問題を解くための 類似問題に取り組ませる
高度な技法の展開を通じて生徒
を導〈
「終 末j
その日の授業の要点のまとめを 宿題を指示する. 宿題を指示する
教師がする
図 1 3カ国の数学の学習指導の概要
(ステイグラー ヒー パー ト， (2002)， p.45を参考)
ジの数量化を試みる 授業中の「個別活動の割合」は，
一定手順の練習(以下， 1練習J)，新場面への概念や
手順の適応(以下， 1適応J)，新工夫か新方法による
場面分析(以下， 1工夫J)に分類する 授業で展開さ
れる「数学的内容の質」は「低H中H高」に分類する.
さらに，授業を内容ごとに「授業の主題」として区切っ
て，各主題が含む概念が言語的に扱われているか(以
下， 1言語的な扱いJ)，展開的に扱われているか(以下，
「展開的な扱いJ)，に分類する
3 FSMヤップ州の数学授業
FSMヤップ州には2014年 1月28日から 2月2日
まで，金児が]rCA調査団員として渡航し， 3校訪問
して4授業を撮影した これら 4授業のうち，広域研
修に参加経験がある現地指導者による3授業から，演
習中心の授業を除く 2授業を分析対象とする
3 1 ガーナレイ小学校における数学授業
2014年 1月29日午前中に，ガーナレイ小学校4年
生の授業を参観した 授業内容は1 二位数どうしのか
け算を用いて文章題を解くことである
「開始」では，児童は，フラッシユカードを用いて，
一位数と一位数のかけ算や二位数と一位数のかけ算を
練習した
「核心部分」では，指導者が，ワークシートを配布
し，文章題3聞を解くように指示した(図2)，1問目
は 1個 18ドルの本が59冊あります.合計金額を求
めましょう」である 児童が問題を音読した後，指導
者は， 1本は何冊ですかJ1何を求めればよいですか」
「一冊いくらの本ですかJ1どんな式になりますか」と
矢継ぎ早に質問し，児童がこれらの質問にそれぞれ答
えた 児童会員で合計金額を求める式が59x 18にな
ることを確認した後，指導者は，児童に計算するよう
に，指示したその際，指導者は筆算の仕方も確認した
また，指導者は，その筆算を板書するように， 1人の
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児童を指名した.児童の解答の中には 1662や1602の
誤答があったものの，指導者はこれらの解答が誤りで
あることを指摘するだけであった 2問目は 1箱に
134個の卵があります 35箱あるとき卵は全部でいく
つありますか」であった児童が問題を音読した後，
指導者は，個別に問題を解くように指示した その後，
指導者は，問題を解くための式と筆算を板書するよう
に， 1人の児童を指名した(図3) 指導者は，板書さ
れた解答が正しいかどうか，筆算の計算手順に沿って
確かめ，正解であることを児童に伝えた， 3問目は「池
の周りに207ヤードの道があります 子供たちがこの
道を 23周走りました 全部で何ヤード走りましたか」
であった 指導者は，この問題を解く前に，何を求め
ればよいか，質問した その後，指導者は池とその周
りの道を表す絵を板書した(図4)，指導者は1 板書
した絵を用いて問題の条件を確認した後，問題を解く
MuJliplicnlion nnmc{ 】 d四日{
Prohlom Sol¥'inJ: 
1. ，百円唱OM'凹 ooolu，，bnl ( 川 ISdollnr..吋ぽh
同"11t. !lwl川，.1ro~r~ 
s山川町'0'
..“" -
2. I h制。，rl'~仰 hrt~ 1:1.' "!:!:l< I hri町田]，u)，r..
Ilo...lllny I'~;:" d凶Jbrin~1 
Senll'lCI 
:..!l単主主
:J.TI間関川20;)'(lrd~'lll1 lb nro凶111'1'1011
Th伺cbiMrcnrnn n附U凶，1'hl'l聞nd!!:IUml'r.
I~O'll; mnny ynrl1A t1id Ilwy run in川"
図2 指導者が与えたワークシート
国際教育協力研究第B号
「授業の基本形jにもとづくミクロネシア国ヤップ州の数学授業の分析
ように指示した.児童がワークシートの文章題3聞を
解いた後，指導者は，教科書の類題を解くように指示
した 指導者は，机関巡視をしながら，問題が解けな
い児童に対して指導を行っていた(図5).
「終末」に該当する部分はなかった
ガーナレイ小学校4年生の授業の「核心部分」で
は，指導者は素早い発問・応答を繰り返し行い，解法
を演示して，多数の類題に取りくむように指示してい
た これはアメリカの授業の基本形の「核心部分」と
似通っているー
図 3 2問目の問題の解答を板書する児童
図4 池とその周りを表す絵
ー ?
a凶
図5 机間巡視の様子
3.2 ダリベビナウ小学校における数学授業
2014年1月31日午前中に，ダリベピナウ小学校6
年生の授業を参観した 授業の内容は，分数を小数で
表すことであった
「開始」に該当する部分はなかった‘
「核心部分Jでは，指導者は前時の復習をした は
じめに，指導者は，十=175 = 0.2のように，真分数
十を割り算で表して計算すれば，小数で表せることを
黒板で示した 次に，指導者は，十を小数で表すよう
に指示した その後，指導者は，辛を小数で表すため
の計算を板書するように. 1人の児童を指名しその
児童は十=5.;.8 = 0.625と板書した(図6) そして，
指導者は，児童が板巴占した計算手順に沿って，すを小
数で表す計算を確かめf 正解であることを児童に伝え
た.その後，指導者は，+を小数に表すように指示し
た 1.;.7の計算をして割り切れないことに気づいた l
大の児童が，どこまで割り進めたらよいのか，指導者
に質問したそこで指導者は，小数第三位を四捨五入
するように指示した 真分数を小数に表す練習を終え
ると，指導者は，児童に教科古を開くように指示して，
真分数を小数に表す計tr.手順乞教科{IJー を用いて，再
度説明した その後，指導者は，帯分数H を小数に
表すように指示した 指導者は，ヒントとして帯分数
l十を仮分数十で表して， 7.;.4の計のをすれば小数で
:1'，寸1" 
l 叶"
一~彊・・・圃・・・・・l
図6 +を小数lこ表す計算を板書する児童
図7 3~ を小数に表す計算を板書する児童
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表せることを説明した.この計算手順を確認した児童
は.その手順に沿って1.75を導いた。この類題として，
指導者は分数2すを小数で表すように指示したこの
とき，指導者は， 2十を整数部分と真分数部分に分解
し，真分数だけを小数に表して，整数2に加える計算
手順 (2+1"'3)を示した.その上で，指導者は，帯
分数を整数部分と真分数部分に分解して考える計算手
順を用いて， 8+を小数に表すように，児童に指示し
たまた， 3+や 8+も，それぞれ閉じ計算手順で小
数に表すように指示した 次に指導者は， 3すを小数
に表す計算を板書するように，一人の児童を指名し
た(図7).8+ゃ8士の計算の答え合わせを終えると，
指導者は，教科書の，分数を小数で表す問題を解くよ
うに指示した(図 8) 指導者が指示した類題をすべ
て計算し終えた児童は，指導者に解答チェックをして
もらうために，教卓に行った(図的 また指導者は，
机間巡視しながら，質問がある児童に対して指導を
行っていた.
「終末」では， 1分間の簡単な計算テストを行った
ダリベピナウ小学校6年生の授業の「核心部分」で
は，指導者は真分数から帯分数の順に問題を与えたり，
割り切れない分数も与えるなど，様々なタイプの問題
を提示した 指導者は，真分数を小数に表す問題で，
十のように割り切れない分数を提示しており，教材研
究は十分とはいえない 「核心部分」では，指導者は，
真分数を小数に表す計算手順を活用して，帯分数を小
数に表す計算手順を提示する際に，児童の反応を見な 教卓での解答チェック
学校学年 ガーナレイ小学校 4年 ダリペピナウ小学校 6年
内 ~ 「一位数どうしのかけ算」 「分数と小数の関係」
「開 始」 指導者提示の簡単な計算練習(フラッシュカード) なし
をする.
「核心部分」
児童にワークシートを配布して.1冊18ド 分数十が計算十=1+5=0.2と小数で表せる
Jレの本が59冊あります.合計金額を求めま ことを示す (内容;低)
しょう」という問題を与える (内容，低)
-本は何冊ですか，何を求めればよいですか.1 〉十を小数で表す計算を板書するように指示す
冊いくらの本ですか，どんな式になりますか る (内務:i止)
と指導者が質問して，児童が答える場面が続
く (内容:低) 指名された児童が計算を板書する (内容。低)
式が 159x18= Jであることを確認する
(内容.低)
十を小数で表す計算を板書するように指示す-筆算の仕方を確認する (内容.低)
筆(卸算λを;[1使っ霊て司計)算するように指示する る (内容;低)
. 1十を仮分数十で表し。 7+4で求める計算手
1箱に 134個の卵があります 35箱あるとき 順を説明する (内容:低)
卵は全部でいくつありますかJE」聖と宜いう問題を
解かせる (内容，低忽λ ) ー2すを整数部分と真分数部分に分解し，真分数
-児童に式と計算の板書を指示する. (内容;低) だけを小数に表して， 2+1ム3と計算する計
算手順(以下，別解)を説明する
(内容，低)
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. r池の周りに207ヤードの道があります子ど . 8告を別解の計算手順で小数に表すように指
もたちがこの道を 23周走りました 全部で何 示する (内容，低)
ヤード走りますか」という問題を提示し，何 3+と8十を起別草λ解JでB板重富書す)るように指示する
を求めればよいか質問する (内容，低) (内容，低.
池とその周りの道を表す絵(図4)を板書する
(内容;低)
教科書の類題を解く置よ量うEに)指示する-個別に問題を解くように指示する. (内容:低忽λ;
(造事λ;置屋司)
教卓で個別に演習問題をチェックする
教科書の類題を解くように指示する (起草λ;[A逗包)
問(連題軍λがJ解Bけ屋な司い)児童に対して，机間巡視で個別に -質問がある児童に対して，机問巡視で個別に指導する. (@.λ;[A霊罰)
指導する (留λ;INlWl)
「終 末」 なし 簡単な計算テスト (1分間)をする
図 10 FSMヤップ州の授業の概要
3.3 FSMヤツプ州の数学授業のイメ ジの数量化
ガーナレイ小学校とダリベピナウ小学校の授業を，
「開始Jr核心部分J["終末」に区分した一覧(図 10)
には，学習指導に対するイメージを数量化するために
ラベル付けをした「個人活動の割合」は.1練習Jr適応」
「工夫」の別を明記して，斜体で表した 「数学的内容
の質」は. ["低J["中Jr高」の別を明記して，網掛け
した.また. ["授業の主題」は，一重線の枠または二
重線の枠て、囲った 一重線の枠で囲った主題は「言語
的な扱いJ.二重線の枠で囲った主題は「展開的な扱い」
を表している
筆者らは.FSMヤップ州の2授業について，図 10
に示した学習指導に対するイメージを集計して数量化
を試みた(表1).FSMヤップ州の2授業における「個
人活動の割合」の「練習J["適応J["工夫」の回数.1数
学的内容の質」の「低J["中J["高」の回数. ["授業の
主題」の「言語的な扱いJ["展開的な扱い」の回数を
下段に a/bの形で示し，それぞれの割合を百分率で
上段に示した.2授業とも.["個人活動の割合」は「練習」
だけであった また.r数学的内容のf'tJも，すべて
「低」であった 「授業の主題」は，ガーナレイ小学校
では.3つの主題はいずれも「言語的な扱い」であり，
ダリベピナウ小学校では.6つの主題のうちのlつが
「展開的な扱い」であった
4 FSMヤップ州の数学授業の分析から得られた知見
本稿では.FSMヤップ州の2授業について「授業
の基本形」と学習指導に対するイメージの数量化に基
づき分析を行った 「授業の基本形」による分析の結果
ガーナレイ小学校の「核心部分」は，アメリカの授業
の基本形に似通っていて，ダリベピナウ小学校の「核
心部分」は， ドイツの授業の基本形に似通っていた
学習指導に対するイメージを数量化して検討するた
めに. ["個人活動の割合Jr数学的内容の質J["授業の
主題」といった，ラベル付けを行い各授業の概要を示
した 本稿で取り上げた2授業以外についても，同様
の数用化を試みており， ミクロネシア3国の数学授業
における学習指導の特徴について検討を進めている
また筆者らは，ミクロネシア3園の広域研修に関わる
質問紙調査の分析を行っている 広域研修や他の研修
との関わりも踏まえて，ミクロネシア3固の広域研修
が，各国の数学授業の改善に資する調査結果となるこ
とを期待したい
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